
20世 紀の極東亜北部の植物文献あれこれ (1)

松本市 豊 国 秀 夫

本誌第 4号には、シベリアの植物に関す

る19世紀迄に出版された主要な古典的文献

の紹介をさせて戴いた。この小文はその続

篇であるが、最近はシベ リアの植物に関す

る論文がソ連国内で多数出版されており、

シベ リアと地域を限定すると少 し専門的に

なりすぎるため、極東亜北部と範囲を広 く

した。

この地域の植物研究に日本人が関与する

ようになったのは、19世紀末からで、1890

年には、北大農学部の教授に後でなられた

宮部金吾先生が、米国ボス トンの自然史学

会会報に 「千島植物誌 (The Flora of

the Kurile lslands)」を発表されてい

る。宮部先生は、北大で教鞭を取られてい

た関係上、特に極東亜北部の植物に深い関

心を示されていた。千島植物誌を書かれた

後は、積極的に樺太の植物研究に熱を入れ

られて、 1915年 には、研究協力者の三宅

勉博士 との共著で 「樺太植物誌」を公刊さ

れた。この著は単なる植物 目録ではなく、

南樺太に自生するシダ植物以上 774種に検

索表 と記載文が与えられており、植物学的

な文献に非常に乏 しかった当時の日本にお

いては、北方植物の研究に貢献すること絶

大であったと考えられる。なお本書には13

葉の植物園のプレートが付いている。宮部

博士は、東大理学部でオ ドリコソウ科の分

類を専攻 された工藤商舜博士を共同研究の

ため北大農学部に迎えられた。工藤博士は
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図 1.宮 部金吉 「千島植物誌」の最初の貞

(189 0年 刊 )

北千島および北樺太の植物につき重点的に

研究を開始された。そして 1922年 には 「

パラムシル島植物誌」を北大農学部紀要に

発表、その翌年 1923年 には 「北樺太植物

誌への貢献」、 さ らに、 1924年 には 「北

樺太植物調査書」を発表され、続々とこの

地域における新植物が報告されて行った。

1930年 以降は、宮部 ・正藤両博士の連名

で、 「北海道 ・樺太植物誌」の第 1巻が、

4部に分けて、北大農学部紀要に発表され
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図 2.宮 部 。三宅 「樺太植物誌」(1915)
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図4.工 藤 「パラムシル島植物誌」 (1922)
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図 3.工 藤 「北樺太植物調査書」 (1924)
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図5.工 藤 「北樺太植物誌への貢献」(1923)
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図6.宮 部 ・工藤 「北海道 ・樺太植物誌」第 1

巻 (1 9 3 0 - 1 9 3 4 )

て行つた。工藤博士は、台北帝国大学創立

の際に、初代の植物分類学の教授 として迎

えられ、北海道を去られてしまった。そし

て残念なことに、工藤先生は、間もなく狭

心症のため、この世を去られる。工藤先生

亡き後、北大農学部を卒業された、館脇操

先生が、官部先生の良き協力者 となり、千

島
・樺太の植物調査を続行される。特に館

脇先生が力を入れられたのは、中部千島で

詳細な調査のメスを加えられた。樺太につ

いては既に 1927年 工藤先生が、オース ト

リアの植物学雑誌に 「北日本および樺太島

の植物地理について」 という論文を発表さ

れ、樺太の植物分布上の境界線に 「シュミ

ッ・卜線」 と命名されていた。その分布境界

線の南東の延長線が千島列島のどの部分を
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図 7.館 脇 「中部千島の植物相予備調査」

(1932)
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図8.館 脇 「中部千島の植物地理」(1933)
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通るかが、館lJ」先生の興味の中心で、1932

年、 1933年 、北大農学部紀要に論文を発

表され、 1933年 の論文では、エ トロフ海

峡を分布境界線 と断定され、それに 「宮部

線」 と命名された。

菅原繁蔵氏は、 1937～ 1940年 「樺太

植物図誌」全 4巻を発表されそれは 1975

年に 「樺太植物誌」 という名で覆家Jされる

20世紀前半の、この地域に対する日本人

の研究 としては、 1913年 、英国 リンネ学

会会報に、武田久吉先生が、 「色丹島植物

誌」を発表された。色丹島の植物について

は其の後、大井次三郎博士、館協操博士が

調査され、それぞれ 「色丹島植物小誌」 (

1932～ 33)、 「色丹島植物調査報告」 (

1940)と して発表された。

ロシアのコマロフ(V.Lo KOmarOv)

博士は、 1901年 から1907年 にかけて 「

満洲1植物誌 (Flora Manshuriae)」全 3

巻を刊行された。 コマロフ博士はさらに、

1927年 から29年にかけて、「カムチャッ

カ半島植物誌」全 3巻を発表された。カム

チャッカ半島の植物については、このコマ

図 10.コ マ ロフ 「満州植物誌」第 1巻 の 47 0

頁 (コ マロフ選集 より)

ロフの研究と時を同じくして、スウエーデ

ンのフルテン(E.Huitもm)博士により、

1927～ 1930年 「カムチャッカおよび近

接諸島植物誌」全 4巻が刊行された。カム

チャッカからアラスカに及が、アリューシ

ャン列島については、 1934年 、館脇操 ・

小村義雄両博士により 「アリューシャン列

島植物誌への貢献」カミ北大農学部紀要に発
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図 9.武 田 「色丹島植物誌」 (1913)
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図 11.コ マロフ 「カムチャッカ半島植物誌」

の諸言 (コマロフ集より)
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表された。

この諸島については、更にフルテン博土

によって研究が進められ、 1937年 には 「

アリューシャン列島植物誌」 として公刊さ

れ、その改訂版が 1960年 に出版されてい

る。
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図 13.フ ルテン 「アリューシャン列島植物誌

」の改訂版 (1960)

異色の研究としては、ロシアのブッシュ

(N.A.Busch)博 士の 「シベリアおよび

極東植物誌 (Flora Sibiriae ct Orien―

tis Extreml)」が、1915年 から、詳細

な植物分類誌として刊行され始めたが、残

念乍ら教科についてしか出版されなかっ為

(孫売く)
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フルテン 「カムチャッカおよび近接諸

島植物誌」第 3巻 (1929)

図 12.
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